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難 治性 呼 吸器 感染 症 にお ける

Carumonamの 臨床検 討
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新 しいモノバ クタム系抗 生物 質carumonam (CRMN, AMA-1080)を 呼 吸器感 染症20

例 に,1回0.5～29,1日2回 点滴 静 注 し,そ の 臨床 効果 お よび副作 用 に つい て検 討 した。

疾患 の内訳 は急性肺 炎2例,膿 胸1例,す で に各種 の抗 生物 質療 法 を受 け難 治 とな ってい

る下気道 感染症17例(び まん性 汎細 気管 支炎8例,気 管支拡 張症4例 な ど)で あ った。

臨床効 果 は,後 に非 定型抗 酸菌 症 の増悪 例 と判定 した2例 を除 く18例 にお いて,著 効1

例,有 効5例,や や有 効8例,無 効4例 で有 効率33%,や や有 効以 上78%で あ った。起 炎

菌 別効 果 で は,1勉emopnilusinfluen2ae3例 で は1例 消 失,2例 不 変,Pseudomonas

aeruginosa 3例 で は2例 消失,1例 不変,ブ ドウ糖非 発酵 グ ラム陰 性桿 菌3例 全例 不変,

Xanthomonas maltophilia 2例 で は,2例 減 少,Klebsiella pneumoniae2例 では1例 消 失,

1例 減少 であ った。

副作 用 は,発 熱,下 痢 を各々1例 認 め,本 剤投 与 中止 で軽快 した。臨 床検査 値 異常 は好酸

球増 多,白 血 球減 少,ALP上 昇 を各 々1例 認 めた。

Carumonamは 緑膿 菌 を含 む グラム陰 性桿 菌 に よる難治 性呼 吸器感 染 症 に有用 な薬 物 で

ある。

は じ め に

Carumonam(CRMN,AMA-1080)は 新 し い

monobactam系 抗 生物質 で あ り,Pseudomon偽ae処

ugino5aを含むグラム陰性桿菌に対 して強 い抗菌力 を有

している1)。

今回,このCRMNを 呼吸器感染症 に使用 し,その臨床

効果および副作用について検討 した。

I.対 象 息 者

対象患者 は,昭 和59年9月 か ら昭 和60年2月 ま

でに当科 に入院 した31歳 か ら80歳 まで の(平 均 年

齢,61.5歳)の 呼 吸 器 感 染 症 患 者20名 で,男12

名,女8名 で ある。疾 患の 内訳 は,気 道 お よび 中間

領域感染症 を含 む下 気 道感 染 症17例(基 礎 疾 患 は,

びまん性汎細気 管支炎8例,気 管支拡 張 症4例,肺

癌,気 管支喘息,肺 気腫 症 各1例,非 定 型抗 酸菌 症

2例),急 性 肺 炎2例,膿 胸1例 で あ る(Table 1)。

II.研 究 方 法

CRMNの 投 与 は皮 内 反応 陰性 を確 か めた う え行

い,0.5～2gを 生理食 塩水50～100mlに 溶解 し,30

～60分 で点滴 静 注 し,こ れ を1日2回 施 行 した。投

与 日数 は4～24日,平 均11.2日,平 均 総 投 与 量 は,

29.2gで あ った。本剤 投与 期間 中 は他 の抗 生物質 の

併 用 は しなか った。

治療 効果 判定 の基 準 は,気 道感 染症 で は,1日 痰量

の 減 少,痰 性 状 改 善,痰 中 細 菌 の 減 少,血 沈,

CRP,白 血 球 数 の改 善 な どを,肺 感 染 症 で は,熱

型,胸 部X線 像 の改 善,血 沈,CRP,白 血 球数 の改

善 な どを指標 とした。

副作 用 に関 して は,発 熱,発 疹,消 化 器症 状 な ど

の臨床 症状,血 液像,肝,腎 機能 な どをCRMNの 投

与 前後 で調 べ た。
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III.臨 床 成 績

1.気 道感 染症

Table1に 示 す よ うに,気 道感 染症17例 中,非 定

型抗酸 菌症 の急悪例 で あ った2例(No.19,20)を 除

い た15例 にお いて臨 床効 果 判 定 を行 い,著 効1例,

有 効4例,や や有 効7例,無 効3例 で,有 効 率33

%,や や有効 以上80%で あ った。

疾 患別 にみ る と,Table 2で 示 す ように,DPB8

例 中,有 効2例,や や 有効4例,無 効2例 で あ り,

有効 率25%,や や有効 以上75%で あ る。気 管 支拡張

症4例 では,有 効1例,や や有効2例,無 効1例 で

あ り,有 効率25%,や や有 効以上75%で あった。す

で に繰返 し抗生物 質投 与が な され,難 治 となって い

るP.aeruginosaお よびP,aemginosaと 考 え られ

るブ ドウ糖非発 酵 グ ラム陰性 桿 菌感 染例(症 例8,

9,10,13)に,本 剤291日2回 の 投 与 を 行 っ た が,

成績 は有効1例,や や有 効1例,無 効2例 で あ った。

起 炎菌別 にみる と,P.aeruginosa 3例 では,有 効

1例,や や 有 効1例,無 効1例,Haemophilus

influenzae 3例 で は,有 効1例,や や有効1例,無 効

1例,ブ ドウ糖 非発 酵 グラ ム陰性桿 菌(以 下GNF.

GNRと 略 す)3例 で は,や や 有効2例,無 効1例 で

あ った。

細 菌学 的効 果 は,P.aeruginosa 3例 では,菌 消失

1例,減 少1例,不 変1例,H. inflmnzae 3例 では,

菌 消失1例,不 変2例,GNF-GNR3例 では,不変

3例 で あ った(Table 3)。

2.肺 感 染症

急 性肺 炎2例 中,1例 有 効,1例 無効 であ り,細菌

学的 効果 は,2例 ともKlebsiella pneumoniaeが 搬

出 され てお り,1例 消 失,1例 減少 であ った。膿胸の

1例 は無効 で あ った。

以 上,臨 床効 果判 定可能 な18例 の呼吸器感染症に

おけ るCRMNの 治 療成 績 は,著 効1例,有 効5例,

や や有効7例,無 効5例 で あ り,有 効率33%,や や

Table 2 Clinical results of carumonam

Efficacy rate6/18= 33%

Table 3 Bacteriological results of carumonam
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Fig. 1 Acute pneumonia Z.H., 72 y.o., M.

Fig. 2 Roentogenogram of case 1 

(Before treatment)
Fig. 3 Roentogenogram of case 1 

(After treatment)

有効以上78%で あ った。

3.副 作 用

下痢(No.12),発 熱(No.18)を 各々1例 認 め た

が,本 剤投与 中止 で軽快 した。

血液,生 化学 検査 で は(Table4),好 酸 球増 多(No.

5),白 血 球減少(No.13)を 各々1例 認 めたが,投 与

中止 で軽快 した。症 例No.16でALPの 上昇 を認 め

たが,入 院時GOT47,GPT25,γ-GTP169,ALP

11.0と 高 値 で あ り,す で に肝 障 害 を認 め て い る が,

本剤 投与 前,ALPは9.0ま で改 善 してお り,投 与 で

28.2ま で上昇 した こ とよ り,本 剤 との関連 は否 定 で

きない。
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IV.症 例 呈 示

肺 炎桿 菌 に よる肺 炎例 を呈示 す る(Fig.1)。

症例1Z.H.,72歳,男 性。肺炎+肺 気腫症。昭和35

年頃 より肺気腫症 による息切れ出現 し,昭 和59年10月

中旬 より,37℃ 台の発熱,咳,膿 性痰出現,minocycline投

与で軽快せず入院 した。胸部x線 で左下葉肺炎像(Fig.2)

を示 し,白血球数10,600/mm3,CRP6+血 沈71mm/

h,痰 量100ml/日,痰 よりK.pneumoniae+++検 出され

た。10月25日 より,CRMN1回1g,1日2回 点滴静注

開始 した。痰量は5日 後には15m1/日,CRP2+,血 沈

37mm/h,痰 中細菌学的検査ではnormal floraに改善 し

た。胸部x線 も改善 し(Fig.3),有 効 と判定 した。

V.考 察

CRMNは,新 しいmonobactam系 抗 生物質 で あ

り,P.aeruginosaを 含 む グラム陰性 菌 に対 して,強

い抗菌 力 を有 す る ことが報告 され てい る。

今 回,呼 吸器 感染 症20例 に1回0.5～2gを1日

2回 点滴 静注 した。 投与 期間 は4～24日(平 均11.2

日),総 投 与量 は7～96g(平 均29.2g)で あ り,著

効1例,有 効5例,や や有 効7例,無 効5例,臨 床

効果 判定 除外2例 であ り,臨床効 果判 定可能 な18例

で有 効率33%,や や有 効以 上78%で あ り,必 ず し も

期待 した有 効率 が得 られ なか った。

また,検 出菌 別臨床 効果 は,P.aeruginosa 3例

中,1例 有 効,1例 やや有 効,1例 無 効,GNF-GNR3

例 中,や や有効2例,無 効1例 で これ ら6例 の細 菌

学 的効 果 は,除 菌1例,減 少1例,不 変3例 とかな

り低値 で あ った。 これ はすで に私 ど もが検討 を行 っ

た 本 剤 と 同 様 の モ ノ バ ク タ ム 系 抗 生 物 質

aztreonamの 有 効率62%2)に 比 し,低 値 で あ る。 し

か し,こ の度 の対 象例 は,す で に各種 の治療 を受 け,

難 治 とな った気道 ・中 間領域 感染DPB3)を 多 く含 ん

でお り,CRMNのP.aeruginosaな どに対する優れ

た抗 菌 力1)を 意識 しての対 象 の選択 が,こ の治療成

績 に反映 してい る と考 えられ る。

また今 回 は,H.influenzaeに 対 す る効果は,予 想

外 に悪 か ったが,こ れ は症例12に み られ るように,

MIC25μ/mlな ど本 剤 耐性 株 が 対 象 となっている

可能性 が あ る。 したが って以 上の ような背景を考慮

す る と,有 効率33%,や や有効 以上78%は かなり評

価 で きる数値 で ある と考 え られ る。

さ ら に本 薬 剤 の 量 的効 果 を検討 す る意味 で,P.

aeruginosa気 道感 染例 を中心 に本 剤29を1日2回

投 与 を試 み,有 効1例,や や有 効1例,無 効2例 と

い う必 ず しも満 足 すべ き効果 は得 られなかったが,

量 的効 果 に関 しては,結 論が 得 られなか った。

副作 用 は,発 熱,下 痢 を各々1例 認 め,本 剤投与中

止 で軽快 した。

臨 床検 査値 異常 は,好 酸球 増 多,白 血球減少を各

1例 認 めた が,投 与継 続 可能 で あ り,終 了後軽快 し

た。また,肝 障害 を基 礎疾 患 に有 す る患者 でALPの

上昇 を1例 認 め た。 全般 として はいずれ も軽度 と考

え られ る。

以 上 よ りCRMNは 緑膿 菌 を含 む グラム陰性桿菌

を中心 とす る難 治性 呼 吸器感 染症 に有 用な薬剤であ

る と考 え られ る。
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CARUMONAM IN REFRACTORY

RESPIRATORY DISEASES

YOSHITAKA NAKAMORI, KUNIHIKO YOSHIMURA, TATSUO NAKATANI,

NAOHIKO CHONABAYASHI, KOICHIRO NAKATA and HIROICHI TANIMOTO

Division of Respiratory Diseases, Toranomon Hospital, Tokyo

YUKO SUGI

Clinical Laboratory, Toranomon Hospital, Tokyo

Clinical and adverse effects of carumonam, a new monobactam antimicrobial agent, were studied
in 20 patients with respiratory infections receiving 1 -4 g b.i.d. by drip infusion.

Among them were 17 cases of respiratory tract infections, 2 of pneumonia and one of empyema.
Clinical effects were excellent in 1 patient, good in 5 patients, fair in 8, poor in 4 and unevaluable

in 2 because of exacerbation of atypical mycobacteriosis. The efficacy rate was 33%.
As to causative organisms, the results were as follows : of 3 strains of H. influenzae 1 was

eradicated and 2 persisted in likewise, of 3 strains of P. aeruginosa 2 were eradicated and 1 persisted ;
all 3 strains of GNF-GNR persisted ; 2 strains of X. maltophilia decreased ; and of 2 strains of K.
pneumoniae 1 was eradicated, and 1 decreased.

As to adverse effects, fever and diarrhea were observed in one patient each, both improving

promptly on withdrawal of the drug.
Laboratory findings revealed one case each of eosinophilia, slight leukopenia and elevation of ALP.


